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日立グループ議員団活動方針（議員団の心得５原則）

1.日立グループ労組出身議員であることの自覚を常に堅持すること

2.政治活動は、日立グループ連合、日立労組の運動方針を基本とすること

3.電機連合をはじめ、支援組織との連携強化に努力すること

4.地域活動は住民の心を的確に掴み活発に展開すること

5.常に研鑚に励み、清潔な姿勢を貫き、住民の信頼を高めるように努めること

日立グループ議員団会長
衆議院議員

大畠 章宏

当選を実現させ、さらに来るべき総

選挙において、今度こそ「政権交

代」を実現するよう、民主党一丸と

なって活動してまいります。

小泉政権により経済政策

は失敗、不安払拭できず

　さて、昨年は、小泉政権による経

済政策失敗によって、高失業率や社

会不安増加など、不安と閉塞感が強

まる一年でし

た。国民の強

い関心事であ

る年金につい

ても、政府案

では将来不安

を払拭するも

のではありま

せん。

　 小 泉 政 権

は、地域の生

の声を聞くの

ではなく、机

上の理論によって経済を動かしてい

ると言っても過言ではありません。

政治と経済はまさに、国民生活その

ものであり、その課題解決のために

は、地域の実態を知り、多くの国民

の声を聞き、現実を直視する事から

始めなければなりません。

　また「イラク問題」でも大義なき

「ブッシュ追従外交」に終始してい

ます。「構造改革なくして成長な

し」「痛みをともなう構造改革」

「情勢をよく見極めて判断する」な

どの言葉は、もう聞き飽きました。

　民主党は、国連を中心とした「イ

2004年 新春のごあいさつ

ラク復興」を基本として平和外交に

努め、国民の皆さんの声を聞き、現

場主義に徹して、具体的政策を提言

してまいります。

　特に、雇用対策と地域経済の活性

化、そして、年金・医療・介護・教育

などの諸課題に全力で取組みます。

民主党候補へのご支援を

お願いします

　本年は、参議院議員選挙が行われ

ます。「加藤としゆき」予定候補をは

じめ、各地域の民主党予定候補、また

自治体議員選挙での同志候補へのご支

援をよろしくお願いいたします。

　総選挙での御支援に改めて感謝申

し上げますとともに、皆様の御多幸

を心よりお祈り申し上げます。

新しい政権誕生を感じさせ

た昨年末の総選挙

　新年あけましておめでとうござい

ます。まず最初に、昨年末の総選挙

におきまして皆さんのご支援をいた

だき、５回目の当選を果たす事がで

きました。心より御礼申し上げま

す。

　また、民主党は日本を救うため、

「政権交代」を目指して全力を挙げ

て取組みましたが、残念ながら「政

権交代」には至らず、国民の皆さん

とのお約束を果たせなかったこと

を、お詫び申し上げます。

　しかしながら、比例区では、「民

主党」が2200万票を獲得し、2040

万票の自民党を上回り、戦後初めて

比例第１党となりました。これは国

民が、現在の小泉自民党政権に代わ

る、新しい政権の誕生を求めはじめ

た意志の現れであると考えます。

　次期参議院議員選挙では、比例区

の「加藤としゆき」予定候補、そし

て地方区での民主党予定候補の全員



　原子力施設が多数立地する本県では独自に「核燃

料等取扱税」を設け課税しています。これはＪＣＯ

臨界事故が発生した本県において、放射線監視、原

子力施設に対する安全性の確保、避難のための道路

や港湾の整備などの各種具体的施設をすすめるた

め、財源確保策として実施しています。

　しかし、今後各種施策をすすめるための財政需要

が今後５年間で約130億円から200億円へ増えること

が予想されます。そのため、今年４月より右記のよ

うに1.4倍程度に税率を引き上げ、あわせて放射性

茨城県議会議員

長谷川修平
（日立支部）

県政
たより

市政
たより

北茨城市議会議員　渡辺忠臣（日立支部）

廃棄物の保管にも課税したい旨、県より提案があ

り、原子力事業者を含めて昨年９月から検討を続け

てきました。その結果、理解がおおむね得られたこ

とから４月より施行されることになりました。

　今後５年間で120億円程度の税収が見込まれ、財

政需要額の60％を充たすことになります。

　今回の決定にあたって「原子力発電所以外の事業

所に保管されている低レベル放射性廃棄物の処分体

制の確立」等を国に対して強く要望するとともに、

その実現に引き続き努力していきたいと思います。

　北茨城市では、平成15年４月１日から各種証明書などの交付

手続きを申請者に代わって行ない、自宅まで配達する「ハート

フル宅配サービス」を開始しました。

　このハートフル宅配サービスは市役所に出向くことができ

ず、市が発行する住民票の写しや戸籍謄抄本、印鑑登録証明書

といった各種証明書の取得が困難な方などを対象に、市役所の

職員が申請者から電話やFAXで委任を受け、交付手続きを代行

し、申請された書類を自宅まで配達するサービスです。

　高齢者など弱者にやさしい施策として受け入れられ、サービ

スの利用を希望する人はすでに50人を超えています。今後さら

にこの思想を定着、拡大していきたいと考えています。

議会活動

レポート

現行税率

７％

７％

24,800円/㎏

657,000円/本

43,700円/ｍ

－

新税率

10％

10％

35,400円/㎏

938,000円/本

－

１年目

62,400円/ｍ

２年目以降

4,000円/ｍ

発電用

研究用

使用済燃料の受入

ガラス固化体の保管

放射性廃棄物の発生

放射性廃棄物の保管

核燃料の

挿   入

〈課税ごとの税率〉

ハートフル宅配サービスを開始

高齢者など弱者にやさしい施策

４月より施行

核燃料等取扱税の引上げが決定

全国の各級議会で活躍中！

  順次ご報告して参ります。

住民票の写しが

２部欲しいん

ですけど

ハイ､わかりました｡

明日お届けしますので

お待ちください。

３

３

３



　習志野市は平成16年度予算編成から、これまでの財

政課主導を改め、各部がそれぞれの責任で行って財政

効率化を図ってもらう「庁内分権型予算」制度を導入

しました。

　権限移譲の内容は、財政課主導をやめ、市民により

近い各部が自律的に事業の選択をすることにより、予

算編成を行います。各部は配分された一般財源枠に、

特定財源を加えた歳入総額の範囲内で予算編成をしま

す。各部長は、市長が示す予算編成方針および、配分

された一般財源枠内で新年度の「運営方針」を策定、

事業計画を立て事業選択を行います。

　執行段階においては、予算の流用など一部の権限を
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　秦野市は本年度を「市民参加の行革元

年」と位置付け、本格的な行財政改革に着

手しました。

　恒常化する税財源不足、多様化する市民ニー

ズに対処するために将来にわたり持続可能な行

財政システムを確立することが目的です。　

　一昨年４月に行革専任のセクションを設

け、同８月には学識経験者や民間企業の経営実

務担当者ら10名の委員からなる「行財政調査

会」を設置。行財政課題の抽出と解決策につい

て熱心な論議が重ねられました。

　その結果、昨年９月に行財政調査会から

①民間活力の導入②受益と負担の見直し③

幼稚園・保育園のあり方などを柱とする第

一次答申がなされました。

習志野市議会議員

帯包 文雄（産機システム）

各部長に移譲します。また、効率的な予算執行への動

機づけとして、部単位の決算を行い、予算に余りが発

生した場合、その半額を２年後の配分額に上乗せしま

す。このことから効率的な予算執行へ

の意識の向上や予算の使い切り主義に

歯止めをかけます。

　この庁内分権型予算制度の取組みに

より、職員の意識改革や財政健全化の

推進、行政評価の定着が図れることを

注視していきたいと考えています。

　地方自治体の財政事情はたいへん厳しい状況になっています。ひたちなか市で

も、今後の財源確保策など新たな財源づくりが必要となってきています。

　これまでも「日新クラブ」は、代表・一般質問でも、今後の財源不足の予測に対

してどう対応していくのか、また、住民参加型ミニ市場公募債の発行など提言して

まいりました。

　この度、ひたちなか市では、平成16年１月30日（金）に県内市町村で初めてのミ

ニ市場公募債、「ひたちなか市民債」（発行総額３億円）を発行することになりま

した。市民の皆さんから直接資金をお借りし、ひたちなか市のまち

づくりに活かしていくものです。今回の市民債は、ごみ埋立地の周

辺環境を保全するための改修事業に使わせていただきます。

　これは特定の事業に対する資金を直接住民の皆さんから公募す

ることにより、行政に対する関心をより持っていただけるもの

として期待されています。

　また、地方自治体の資金調達の多様化が図られる効果もあ

り、さらにまちづくりでの活用が期待されています。
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　この答申を受けて現在、市内では「行革

タウンミーティング」や地区別市政懇談会

（移動市役所）が開催されており、市民意

見の収集が行なわれています。

　ここ数年、議会の場で訴えてきた本格的

な行財政改革が間もなく実践の段階を迎え

ます。「最小のコストで最大の市民福祉」

に向けて行政、議会の真価が問われるのは

これからです。

県
内
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「庁内分権型予算」の導入

部局長の裁量拡大、経営感覚の浸透へ
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格
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行
財
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着
手

最
小
の
コ
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大
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市
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福
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を



第四次総合計画がスタート。市

民と行政が協同で「ともにつく

る元気あふれる公園都市」を目

指し、全力で取組みます。

元
気
あ
ふ
れ
る

公
園
都
市

佐藤　信幸
（旭支部）

合併効果をあげるため、また、

来年４月の政令指定都市の実現

にむけ、任期最後の年を精いっ

ぱい努力していきます。

任
期
最
後
、

精
い
っ
ぱ
い
努
力 田中　敬五

（日立空調）

今年は議員の原点に立ち返り、自分

を見つめ直し、何をすべきか再度問

い直します。

市長選、参院選には勝たなければな

りません。注力します。

議員の原点に立ち返る

内
山　

吉
治

（
笠
戸
支
部
）

民生福祉委員として、少子高齢化に

おける年金・福祉・子育て支援問題

に市民の皆様の意見を反映し、取組

んでまいります。

市民の意見を反映します
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居　

宏
明
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）

　今年は一市二町が合併し新しい安来市

となります。

　合併後の調整も含め、住民福祉の向上

に向けて、精一杯頑張っていきます。

新安来市で住民福祉の向上

藤
原　

常
義

（
日
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安
来
）

平成16年度は安来市、広瀬町、伯太町

の一市二町で10月１日に合併いたしま

す。新生安来市の将来展望を見極め、

活動に専念いたします。

新生安来市、活動に専念

中
村　

健
二

（
日
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金
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安
来
）

人と人との繋がりを大切にして、

豊かな心で安心できる暮らしを目

指します。また町の課題や問題点

をわかりやすく住民に伝え、情報

の共有化を進めていきます。

町
の
課
題
を
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か
り
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す
く

共
有
化

江下　伝明
（マクセル･京都）

十王町とのより良い合併と「元気ひたち」目指す◆代表挨拶　桧山　節男
　日立市議会の日立グループ議員団で構成する「民主クラブ」の議

員は、昨年の改選時から、４名減の８名で「元気ひたち」に向けて

活動しています。

　ピーク時20万６千人だった人口は、現在19万人を割り込みまし

た。経済情勢ばかりでなく、高齢化や人口減も財政を圧縮していま

す。財政の指標となる経常収支比率が90％に近づき、投資的経費が

圧迫され、事業の厳選などが必要となってきています。しかし問題

は山積され、行政の停滞は許されません。基本計画に沿って、市民

の安心・安全な街づくりのため着実に推進するよう努力していま

す。そのような状況の中、街の活性化の創出や交流人口の拡大など

の思索として、駅前広場の改修を行っています。さらに、近い将来

行財政改革、治安・防災対策に注力
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静岡県東部地域に政令指定都市

を実現すべく、戸田村との合

併、沼津駅周辺総合整備等、新

しい街づくりの課題に積極的に

取組みます。

山崎　　篤
（ＡＥパワー･沼津）
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光
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（
日
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（
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渡
部　

源
昭

（
大
み
か
支
部
）

日立駅舎の改築についても浮上しています。

　今年最大の注目は、隣接する十王町との合併についてです。合

併の基本４項目、①合併方式「十王町の編入合併」②新市名「日

立市」③本庁位置「現日立市役所」④合併期日「平成16年11月か

ら17年３月」、さらにこの基本４項目に加え、上下水道や国民健

康保険の料金格差など市民に密着する問題点についてもすでに合

意しています。議員の任期については、次期改選時まで十王町議

は日立市議として継続します（計46名）。その他、1200項目につい

て協議を行い、より良い合併の検討をします。

　今年も諸課題の解決のため全力で取り組んでいく所存です。皆

様のより一層のご指導を、お願いいたします。

　新年あけましておめでとうございます。日頃のご支援とご協

力、ご指導に深く感謝申し上げます。

　昨年は私どもの市議会議員選挙で、皆様方には力強いご支援

をいただき、「日新クラブ」７名のメンバーで新たなスタート

を切ることができました。

　ひたちなか市は、21世紀にふさわしい国際港湾都市として、

着実に発展させていくとともに、時代の要請に応じた市民サー

ビスの向上に努めていかなければなりません。

　そうした中で、様々な施策を展開し、いばらぎのトップラン

ナー都市として「働く・暮らす・楽しむ」の三者が一体となっ

た夢と希望の持てるまちづくりの実現にむけて活動していきま

す。そして、産業の活性化、思いやりのある安心して暮らせる

街、明日を担う人づくり、さらなる行政改革の推進など多くの

課題に積極的に取組んでまいります。

　皆様方のより一層のご支援とご協力、ご指導をよろしくお願

い申し上げます。

「
働
く
・
暮
ら
す
・
楽
し
む
」

一
体
の
街
実
現
へ
む
け
活
動

◆
代

表
挨
拶　

会
長 

吉
田　

実住民の声にしっかり対応した「真のニーズに合った

行政運営の指導」と「みんなが満足できる住み良い

まちづくり」に努めます。

求められている

まちづくりを！

和
田　

正
美

（
日
立
建
機･

土
浦
）

　千代田町議会議員

ひたちなか市議会議員　

日新クラブ議員団

勝田ブロック
日
立
市
議
会
議
員

　

民
主
ク
ラ
ブ
議
員
団

日
立
ブ
ロ
ッ
ク

夏の参院選と次回衆院選に勝利し、

今度こそ、まじめに働く者、市民の

立場に立つ民主党「新政権」樹立を

目指し、全力で行動します。

民主党「新政権」樹立に全力

大
畠　

章
宏

（
日
立
支
部
）

　衆議院議員

■

県民の生活を守る

新年明けましておめでとうござい

ます。今年も財政が大変厳しい状

況となります。

県民の生活を守るため懸命な努力

をしていきます。

今　
　

一
男

（
国
分
支
部
）

「元気が出る街づくり、安心して住め

る街づくり」の実現のため、衆院選等

の成果を今年の参院選に反映できるよ

う、全力で頑張ります。

衆院選の成果を参院選へ

長
谷
川
修
平

（
日
立
支
部
）

　茨城県議会議員

市の将来に重要な年

本年は、市の将来へ向けた重要施策

の布石の年になります。地域福祉計

画、新市民病院建設計画づくり等に

精一杯取組みます。

渡
辺　

忠
臣

（
日
立
支
部
）■

　北茨城市議会議員

町の将来を考え努力します

渡
辺　

正
幸

（
日
立
支
部
）

法定合併協議会を設置して、町の将来

を決める重要な協議を進めています。

将来に禍根を残さないよう、努力して

いきます。

日立市と活力ある街づくり

日立市との合併協議会において、最終

調整作業や新市建設計画が決定されま

すので、将来の活力ある街づくりを目

指し、精一杯努力いたします。

沼
田　

明
博

（
日
立
Ｈ
＆
Ｌ･

多
賀
）

　十王町議会議員

茨
城
地
協

■

東海村議会議員

住みやすい元気のでる街に

５期目の挑戦の年になりますが、住み

よい街づくりや元気の出る街づくり、

そして美しいふるさとにするために今

年も頑張って参ります。

馬
目　

暢
之

（
日
立
支
部
）

年明け早々に改選になりますが、ご支

援をお願い申し上げます。新東海病院

建設にむけ、住民の目線でしっかりと

提言してまいります。

沓
澤　

茂
樹

（
大
み
か
支
部
）

住民の視線で提言

分権時代の地域間格差競争に打ち勝ち、県民誰もが

ゆとりや潤いを実感しながら、安心して生活できる

茨城づくりを目指します。

安心して
生活できる
茨城づくり

細
田　

武
司

（
水
戸
支
部
）

　茨城県議会議員

　下松市議会議員 　安来市議会議員

■

■■■

　尾張旭市議会議員 　静岡市議会議員 　大山崎町議会議員

中部地協

民間の知恵やエネル

ギーを市政にそそ

ぎ、税金のムダ使い

をやめ、スポーツ・

文化・芸能を振興さ

せ、楽しいまちづく

りをします。

民間の知恵やエネルギーを市政に

松
本　
　

敏

（
ソ
フ
ト
支
部
）

東海地協

行財政改革、治安・

防災対策に力を注い

でいます。

安全・安心で、人や

環境に優しい街づく

りに向けて今年も全

力で頑張ります。

　沼津市議会議員

■　

秦
野
市
議
会
議
員

市の総合基本計画の見直し作業が始まりま

す。｢選択と集中そしてスピ－ド｣に向けた改

革行政に、民間活力導入を目指します。

改革に民間活力

導入目指す

山
本　

義
雄

（
Ａ
Ｅ
パ
ワ
ー･

千
葉
）

地域スポーツ教室などを通じて、将来を担

う青少年の健全育成に向け、取組んでいき

ます。

青少年健全

育成に取組む

増
山　

利
雄

（
日
立
Ｈ
＆
Ｌ･

栃
木
） 市政にこれまでのやり方、考え方を見直す勇

気と行動力を提言し、勇気を出してもう一歩

踏み出し、素晴らしい街へと変えていきま

す。

見直す勇気と

行動力を提言

帯
包　

文
雄

（
産
機
シ
ス
テ
ム
）

本年は、地域の最重要課題である広域都市圏

づくり（市町村合併）の見極めの重要な一年

です。新しいまちづくりのために全力で頑張

ります。

広報都市圏に

重要な年

関　
　

好
治

（
日
立
Ｄ
Ｐ
）

国政は内外および将来にむけ展望のない無

策の政権ですが、自治体運営は、市町村合

併・財政基盤確立と住民福祉のため、今こ

そ胆力でやります。

今こそ

胆力でやる

植
原
大
二

郎

（
高
崎
支
部
）

　

横
浜
市
議
会
議
員

市議会議員として初めての新年を迎え、改め

て責務の重さを感じるとともに、働く人たち

の声を行政に反映させるべく邁進する所存で

す。世界が平和であるように願います。

働く人たちの

声を行政に反映

松
本
貢
市
郎

（
日
立
金
属･

熊
谷
）

地方自治体にとって行財政改革は緊急課題。住

民本位の町政を確立し、自然と人に優しい町づ

くりを目指して頑張ります。

町民本位の

町政確立

渡
辺　

宏
行

（
産
機
シ
ス
テ
ム

･

中
条
）

国の財政事情から地方交付税が減額され、厳

しい財政状況にありますが、町民の声を活か

した行政を目指し、今年も頑張ります。

市民の声を

活かした行政

目指す

髙
岩　

義
祐

（
日
立
Ｈ
＆
Ｌ･

栃
木
） 本年５月に、３町合併協定書の調印予定が進

められております。年明けからの合併準備を

慎重に協議しながら、その対応に努めます。

３町合併に

対応

本
間　
　

進

（
日
立
Ｈ
＆
Ｌ･

栃
木
） 今年は３町が合併する記念の年です。そして

新しく「甲斐市」としてスタートすることに

なり、住民に誇れる市を目指して全力で頑張

ります。

誇れる

新しい市に

森
田　
　

稔

（
甲
府
支
部
）

　

市
原
市
議
会
議
員

　

栃
木
市
議
会
議
員

　

習
志
野
市
議
会
議
員

　

高
崎
市
議
会
議
員

　

茂
原
市
議
会
議
員

　

熊
谷
市
議
会
議
員

　

中
条
町
議
会
議
員

　

大
平
町
議
会
議
員

　

竜
王
町
議
会
議
員

■ ■ ■ ■

■ ■ ■

東
京
地
協

■

吉
田　
　

実

（
Ｌ
Ｓ
Ｉ
支
部
）

西
部
地
協

牧
野　

米
春

（
日
立
工
機
）

西
野
宮
照
男

（
佐
和
支
部
）

佐
々
木
忠
男

（
水
戸
支
部
）

山
中　

輝
夫

（
東
海
支
部
）

高
崎　

修
一

（
勝
田
分
会
）

木
村　

時
郎

（
日
立
ハ
イ
テ
ク
）



横浜市議会議員
(ソフト支部)

松本　敏

　新年あけましておめでとうございま

す。本年もどうぞよろしくお願い申し

上げます。

●大畠会長、平野氏当選
ありがとうございます

　昨年の11月９日に行われた衆議院

議員選挙では、大畠会長と平野さんが

見事当選されました。

　日立グループ議員団は日立労組をは

じめとする日立グループ労働組合連合

会の皆さまのご指導を頂き、地元の組

織内議員を先頭に総力を上げて頑張り

ました。皆さまに改めて敬意を表し、

感謝申し上げます。

●国内の政治課題は山積

　さて、国内の政治課題は年金の財源

問題、郵政三事業の経営問題、三位一

体の地方分権問題、雇用の問題、高速

道路問題など山積しております。私の

知る限り、高速道路の無料化と道路４

公団の民営化が総選挙の争点になった

のは初めてではないかと思います。

　道路４公団がなぜ返済の目処の立

たない巨額の債務を抱え込んでし

まったのか、その原因と責任の追求

が必要だと思います。現行のプール

制で地域事情を考えない官僚主導の

効率の悪い高速道路建設を続けて良

いのでしょうか。無料化を図るにし

ても、負債を返す財源をどうするの

か、原則無料と例外の基準を明確に

すること、並行して走るフェリー業

やＪＲ貨物運輸への影響など国民に

説明する必要があると思います。

●特に若い人たちに
信頼される政策を

　選挙の投票率が低いことを嘆く前

に、国民、特に若い人たちに信頼され

る政策を提案し、約束を守って実行す

ることが先だと思います。

　今年の地方選挙および、参議院選

挙の「加藤としゆき」さんの必勝を

期し頑張ります。

―
加
藤
と
し
ゆ
き
氏
の
必
勝
を
期
す
―

国
民
に
信
頼
さ
れ
る
政
策
の

提
案
と
実
行
が
先
決

幹事長の主張

引き続き各級選挙でのご支援をお願いします

「大畠｣会長当選御礼

「加藤としゆき｣氏必勝へ全力を
　

昨
年
11
月
の
総
選
挙
で
は
「
大
畠
章
宏
」
会
長
の
小
選

挙
区
で
の
当
選
に
あ
た
り
、
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
支
援
を

い
た
だ
い
た
こ
と
に
厚
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
７
月
に
は
参
議
院
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

「
藁
科
」
参
議
院
議
員
の
後
継
と
し
て
電
機
連
合
公
認
候

補
の
「
加
藤
と
し
ゆ
き
」
氏
の
比
例
区
で
の
上
位
当
選
を

め
ざ
し
、
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

佐々木忠男（水戸支部）

山中　輝夫（東海支部）

西野宮照男（佐和支部）

吉田　　実（ＬＳＩ支部）

高崎　修一（勝田分会）

木村　時郎（日立ハイテク）

牧野　米春（日 立 工 機）

2 0 0 3 年1 0 月2 6 日　ひたちなか市議会議員選挙

馬目　暢之（日立支部）

沓澤　茂樹（大みか支部）

2 0 0 4 年１月1 8 日( 予定) 　東海村議会議員選挙

渡辺　正幸（日立支部）

沼田　明博（Ｈ＆Ｌ多賀支部）

2 0 0 4 年１月2 5 日( 予定) 　十王町議会議員選挙

全員当選御礼

みなさんのご支援を


